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事観彊麗

か
よ
っ
た
教
育
を
受
け
る
こ
と
が

で
き
る
と
共
に
、
身
近
な
と
こ
ろ

で
多
彩
な
芸
術
、
文
化
や
学
習
の

平
塚
市
は
↑
一
十
一
世
紀
に
向
け
た
、
新
し
い
ま
ち
づ
く
り
{
僚
祢
新
平
塚
市
統
合
計
繭
」
を
策
定
機
会
を
過
し
て
盤
か
な
心
や
人

中
で
す
。
こ
の
計
画
は
、
二
十
一
世
紀
初
頭
を
展
望
し
た
墓
本
構
惣
と
、
昭
和
六
十
一
一
享
度
か
ら
十
間
性
の
は
ぐ
く
め
る
魅
力
あ
る
都

十巾を
r
目
指
し
ま
す
。

三
年
間
に
わ
た
る
基
本
計
盤
、
昭
和
六
十
一
二
年
度
か
ら
三
年
間
の
実
施
許
箱
の
三
つ
で
構
成
し
て
い

4
都
市
活
動
と
滋
然
が
調
和
し
た

ま
す
o

そ
こ
で
、
一
一
十
一
世
紀
を
震
援
す
る
基
本
構
想
に
つ
い
て
、
事
民
の
み
な
さ
ん
の
ご
意
見
や
快
適
な
湖
南
の
都
市

提
一
一
言
を
お
四
聞
き
し
よ
う
と
、
「
ま
ち
づ
く
り
フ
ォ
、
ラ
ム
一
安
開
催
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
八
充
笑
U
た
基
盤
に
支
え
ら
れ
た

活
発
な
都
市
活
動
と
市
民
生
活
に

月
十
一
日
に
発
行
し
た
「
仮
称
新
学
院
都
市
総
合
計
麗
基
本
構
想
(
素
案
)
特
集
号
」
を
よ
く
読
ん
で
、

と
け
込
ん
だ
海
、
川
、
丘
陵
な
ど

い
た
だ
き
、
ま
ち
づ
く
り
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
、
あ
な
た
の
ご
意
克
を
お
窃
か
せ
く
だ
さ
い
。
の
自
然
が
総
和
し
、
壌
か
な
都
市

変
更
が
必
要
と
な
っ
て
き
ま
し
総
合
計
函
一
序
桑
定
す
る
こ
と
に
機
能
と
住
む
こ
と
に
撃
事
感
じ

殺
し
い
時
代
へ
た
。
こ
う
し
た
と
と
か
ら
、
新
し
な
り
ま
し
た
o

誇
り
を
飽
く
こ
と
が
で
き
る
抽
選

い

ま

ち

づ

く

り

「

仮

称

新

平

塚

市

な

都

市

安

目

指

し

ま

す

。

平
塚
市
の
総
ム
H
計
詰
酬
は
、
昭
和

:
i

五

十

五

年

に

策

定

し

た

「

第

二

次

襲

撃

欝

襲

号

襲

襲

8
間
関
留
か
ら

事
支

241様
相
昨
ホ
パ
れ
U
V

一J
謬
説

平
塚
市
総
合
符
重
量
に
基
づ
冒

:

;

d

j

i

i

;

3

8

会
場
で
鯖
嬢

き
、
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
ま
仮
称
新
計
十
塚
市
総
合
計
極
の
義
図
ろ
う
と
、
次
の
よ
う
な
民
指
す

し
か
し
、
計
画
の
指
標
と
な
る
潮
を
…
一
十
一
世
紀
初
頭
と
定
め
て
-
き
ら
め
く
海
緑
の
丘
創
の
共
選
回
擦
を
定
め
る
も
の
で

人
口
増
の
将
来
見
通
し
の
格
差
い
ま
す
。
人
口
は
、
お
お
む
ね
三
造
と
う
る
お
い
の
湘
南
の
都
市
す
。
し
た
が
っ
て
、
市
民
の
み
な

や
、
高
齢
化
社
会
の
急
速
な
進
十
万
人
と
想
定
し
て
い
ま
す
。
ひ
ら
つ
か
」
さ
ん
に
十
分
な
ご
意
免
を
い
た
だ

展
、
急
激
な
経
済
変
動
、
市
民
二
計
幽
は
、
創
造
と
う
る
お
い
の
こ
の
間
口
指
す
都
市
の
妥
を
違
成
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
の

ー
ズ
の
事
晶
骨
化
な
ど
、
様
々
な
社
あ
る
都
市
づ
く
り
の
た
め
、
二
十
す
る
た
め
、
四
つ
の
基
本
目
標
を
た
め
に
「
ま
ち
づ
く
り
フ
才
一
よ
ブ

会
情
勢
の
変
化
に
よ
り
、
大
橋
な
一
世
紀
へ
向
け
て
大
き
な
飛
践
を
設
定
し
て
い
ま
す
。
ム
」
を
一
関
緩
い
た
し
ま
す
。

ま

1
畿
療
と
生
指
示
い
に
満
ち
た
ふ
ま
ち
づ
く
り
フ
ォ
エ
フ
ム
は
、

臼
れ
あ
い
の
あ
る
溺
衛
の
都
市
地
境
別
に
分
け
七
回
、
全
市
域
を

出
子
供
か
ら
高
齢
者
ま
で
、
市
民
対
象
に
一
回
、
計
八
回
開
催
し
ま

日
付
一
人
一
人
が
生
き
が
い
を
持
ち
、
す
。

U

健
康
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
生
活
多
く
の
市
民
の
み
な
ぢ
ん
に
出

札
墓
擦
を
確
立
す
る
と
共
に
、
婦
人
席
し
て
い
た
だ
き
、
「
私
た
ち
の

加
の
社
会
重
量
域
福
祉
を
増
進
基
夏
、
こ
う
い
っ
方
向
で
進

す
る
な
か
で
、
ふ
れ
あ
い
の
あ
る
ん
で
ほ
し
い
」
「
私
た
ち
の
地
域

都
市
在
日
最
し
ま
す
。
は
こ
の
よ
う
に
し
て

eι
と
い
っ

2
串
縁
な
藤
繁
升
且
世
帯
別
を
創
出
す
た
、
ご
意
見
を
述
べ
て
く
だ
さ

る
活
力
あ
る
護
掃
の
都
帯
ぃ
。
そ
し
て
、
市
山
氏
と
行
政
の
双

消
費
、
情
報
な
ど
の
新
た
な
ニ
方
向
で
、
よ
り
よ
い
計
額
づ
く
り

l
ズ
や
サ
ー
ビ
ス
経
済
化
に
応
え
在
進
め
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

る
一
高
度
か
つ
多
様
な
産
業
や
技
補
ぜ
ひ
、
仮
称
新
ギ
球
市
受
罫

を
創
出
し
て
、
抽
出
域
の
新
た
な
経
廼
基
本
構
強
(
素
案
)
を
読
ん
で

済
@
窓
業
構
造
の
形
成
を
図
り
、
い
た
た
き
、
誰
も
が
住
ん
で
一
良
か

豊
か
な
市
民
生
活
を
支
え
、
地
域
っ
た
「
誇
れ
る
明
日
の
ま
ち
づ
く

経
済
の
中
心
的
役
割
を
抽
出
う
精
力
り
を
考
え
て
、
ご
意
見
を
お
寄
せ

あ
る
都
市
を
呂
指
し
ま
す
。
く
だ
さ
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

3
撃
か
な
人
暮
と
文
化
を
は
ぐ
大
勢
の
方
の
蓄
を
お
待
ち
し

く
む
続
力
あ
る
湘
鶏
の
都
市
て
い
ま
す
。

市
民
が
生
記
践
に
わ
た
っ
て
心
の

まちづくりフォーラムの開嬢窃草案
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3志報ひらつか

一
し
、
謹
一
間
防
災
対
策
強
化
地
域
判
一

一
定
会
が
招
集
さ
れ
、
警
戒
宣
言
が
一

一
発
せ
ら
れ
た
こ
と
を
想
定
し
た
訓
一

一

線

を

行

う

。

一

津

婆

警

報

究

令

が

発

せ

ら

れ

た

一

円
V

実
施
広
域
ア
撫
子
涼
地
区

一円
v
日
時

9
月
1
日
(
火
)
一
こ
と
宇
品
川
品
疋
し
た
訓
練
を
行
う
。
一
一
〉
会
場
な
で
し
こ
小
学
校
校
庭

一
・
時
間
午
前
7
時
玲
分
1
m時
一
一
〉
日
時

9
月
l
B
(
火
)
一
一
〉
訓
練
内
容
家
庭
の
対
策
、
避

一

お

分

了

時

間

午

前

凶

持

、

j
U
時
日
分
一
難
誘
建
広
報
、
消
火
な
ど

定

し

た

桶

訓

練

を

行

う

。

一

マ

実

施

ぽ

域

市

内

全

域

一

マ
日
時

B
丹

羽

白

(

臼

)

一

一

〉

会

場

市

役

所

お

よ

び

市

内

お

一

・
待
問
午
前
9
時
鈎
分
1
円

以

待

一

一

箆

一

一

所

の

地

域

拠

点

基

地

一

品

分

一

市

磯

員

と

関

係

機

関

を

対

象

一

マ

訓

練

勾

容

日

情

報

伝

達

、

非

常

一

マ
実
施
区
寝
泊
地
区
の
う
ち
公
一
に
、
地
震
災
害
警
戒
本
拐
を
設
置
一
一
配
備
、
警
戒
宣
言
広
報
な
ど

所
、
根
坂
田
問
、
河
内
、
徳
近
、
横
一

浜
ゴ
ム
徳
延
社
宅
、
纏
、
日
ι同開削一

の

各

自

治

会

区

域

一

マ

会

場

旭

小

学

校

校

庭

一

マ
訓
練
内
容
初
期
消
火
、
避
難
一

誘
導
、
火
災
通
報
、
救
出
数
議
、

給
食
、
橋
り
ょ
う
仮
設
な
ど

とき 8汚24S(汚)午後3

ところ 福祉会館前広場

ー内容 レクリエーション大会、すいか鰐り

盆踊り、ブオークターンス

※障害のある子棋とのふれあい。百度労組青年部

のお兄さん、お姉さんが模擬五百を出してくれる。

農
業
委
員
の
改
選
に
よ
り
、
会
一
神
)
、
清
巴
良
一
(
大
島
)
、
小
泉
一

員
や
農
政
部
会
、
農
仙
川
部
会
の
メ
一
高
司
(
下
吉
沢
)
、
長
島
勝
弓
一

ン
パ

l
が
決
ま
っ
た
。
一
(
四
之
宮
)
、
市
川
晴
雄
(
中
原
一

(
敬
称
略
)
一
上
宿
)
、
察
塚
光
雄
(
築
田
草
等
一

マ
会
長
小
清
水
短
(
十
一
屋
)
一
寺
)
、
鈴
木
勇
(
河
内
)
、
長
塚
洋
一

マ
会
長
代
理
渡
辺
盛
市
(
上
平
一
三
(
花
水
台
)
、
柳
川
藤
一
(
南
一

塚
)
一
金
宵
)
加
藤
設
宏
(
河
崎
)
一
殿
)
、
長
混
同
地
成
(
豊
田
宮
下
)
、

{

畠

段

以

部

会

}

一

{

農

地

部

会

}

一

二

密

室

(

寺

田

山

縄

)

、

加

藤

蛍

宏

・
部
会
長
関
谷
茂
夫
(
問
問
崎
)
一
・
部
会
長
藤
昭
正
衛
(
南
金
百
い
)
一
(
岡
崎
)
、
古
川
銀
一
一
一
(
城
所
)
、

・
部
会
長
代
理
小
清
水
倉
一
一
"
部
会
長
代
理
草
野
明
暗
次
(
東
一
日
弁
昭
雄
(
平
塚
)
、
久
保
田
一

(

土

屋

)

一

八

幡

)

一

郎

(

山

下

)

、

岩

本

俊

蔵

(

土

a

委
員
域
間
悦
男
(
長
持
)
、
一
・
委
員
山
崎
正
一
(
関
崎
)
、
一
澄
)
、
小
宮
寿
司
(
領
内
)
、
鈴
木

大
舘
利
雄
(
真
沼
〉
、
吉
野
鍵
太
一
瀦
密
一
郎
(
上
吉
沢
)
、
山
崎
正
一
十
四
郎
(
緩
木
町
一
、
曽
我
平
八

部
(
公
所
て
青
木
三

F
雄
(
大
一
司
(
関
崎
)
、
佐
官
中
芳
男
(
御
一
一
郎
(
千
須
谷
)

過
去
の
地
震
を
み
る
と
、
大
き

一
な
揺
れ
は
一
分
間
一
程
度
で
あ
る
。

一
そ
こ
で
、
各
家
庭
、
事
業
所
な
ど

一

で

関

東

大

震

災

の

一

発

生

時

間

と

向

岸

綾

子

(

大

原

小

)

一

{

中

学

校

・

高

校

の

部

}

一

時

刻

に

地

震

が

発

生

し

た

こ

と

を

一

〔

小

学

校

嘉

義

の

議

一

マ

金

賞

川

議

千

里

(

在

中

)

一

想

定

し

て

の

訓

練

を

行

う

。

一

マ

金

賞

宮

川

俊

太

郎

(

南

涼

小

)

…

マ

銀

賞

芹

沢

謙

二

江

問

問

中

)

、

平
塚
市
総
A
m防

災

訓

練

は

八

汚

一

れ

室

長

雪

一

行

う

も

の

。

一

の

助

け

合

い

が

、

必

要

と

な

る

。

一

マ

日

時

雪

月

己

主

一

マ

警

石

川

議

選

小

)

、

林

一

増

田

真

意

子

(

春

日

野

中

)

、

議

三
十
臼
と
九
豆
日
包
一
日
間
に
一
大
地
震
な
ど
の
災
害
か
ら
被
害
一
之
の
機
会
に
ぜ
ひ
参
加
し
、
災
一
・
富
午
前
話
回
分
か
ら
1
一

修

一

一

(

蜜

士

見

合

、

山

崎

重

忠

一

塁

(

大

野

中

)

、

島

綾

子

(

土

d駐
日

ど

完

封

終

日

一

日

u
j深めて
い
一

p
f
z
一

日

許

…

時

一

一

(

生

昨

日

間

一

品

計

十

日

[

詩

刊

誌

当

日

一

相

相

撲

湾

地

震

を

懇

定

一

灯

刊

誌

ど

持

認

し

ゅ

一

五

が

き

て

い

る

一

喜

望

号

室

宏

(

秦

(

八

幡

小

)

小

林

幸

言

語

弓

手

刊

誌

一

九

時

ド

品

目

立

一

警

護

が

発

生

し

た

場

君

、

一

一

し

、

身

の

安

全

寝

室

富

一

撃

雪

嬰

量

警

に

伴

う

一

野

市

@

東

海

大

)

、

杉

山

霊

(

芝

公

一

巳

小

)

一

霊

童

(

露

出

)

、

全

戸

川

護

市
、
要
鋼
係
襲
、
譲
住
民
一
運
営
一
震
源
と
す
る
大
喜
一
者
ゃ
、
家
号
室
、
電
気
、
芝
府
中
の
火
喜
す
な
ど
、
火
皇
室
震
の
一
療
と
し
す
と
わ
た
一
勢
原
市
@
東
海
大
)
、
皇
室
マ
警
霊
童
月
五
カ
壁
一
マ
銅
寝
室
主
小
川
雅
彦
、
一
子
、
佐
々
委
号
、
荻
野
重

一
し
の
夢
雲
ひ
ら
つ
か
の
米
一
(
古
厚
手
東
海
三
一
長
野
久
美
子
(
喜
小
)
、
士
一
議
委
(
港
小
)
、
古
代
孔
美
(
松
一
Z
J
、
喜
建
(
春
日
野
中
)
、
堀

一
来
一
室
ノ

115、
震
の
方
か
一
書
少
義
務
・
受
…
真
一
棟
、
山
本
初
美
(
窓
士
見
小
二
塁
、

Z李
(
富
士
見
台
、
一
山
三
寝
室
)
、
需
妻
、
中

一
ら
提
言
句
作
文
の
募
集
在
行
っ
た
。
一
{
幼
務
開
闘
の
部
〕
一
高
橋
あ
ゆ
み
(
旭
小
)
、
佐
々
木
愛
一
時
間
国
枝
子
、
猪
絞
寛
平
杓
ホ
小
)
、
一
戸
川
山
帽
子
、
事
前
浩
美
吉
田
脱
税

一
言
葉
、
警
が
百
七
十
五
一
マ
主
主
芸
(
な
で
し
こ
一
(
六
号
、
喜
綾
子
(
喜
一
一
幕
智
子
(
…
君
、
金
量
子
、
一
美
、
宝
蔵
証
言
大
野
士
、
須
藤

一
入
、
作
文
が
三
千
二
百
一
一
一
十
五
人
一
幼
)
…
小
)
、
長
坂
政
史
(
神
田
小
)
、
函
埜
一
相
涼
め
ぐ
み
(
大
野
小
)
、
両
辺
礼
一
恵
子
(
土
沢
中
)
、
従
藤
美
同
安

一
と
大
勢
の
方
か
ら
応
募
が
あ
っ
一
マ
銀
銭
湯
這
加
奈
子
、
濡
藤
三
幸
容
(
城
島
小
)
、
松
原
支
出
柏
(
問
問
主
J

、
佐
藤
正
和
(
中
原
小
)
、
田
中
一
怒
鳴
一
子
(
金
海
中
)
、
印
刷
一
期
統
一
一
、

一
た
。
一
ニ
次
に
ね
た
る
審
査
の
紘
一
(
な
で
し
こ
幼
〉
一
崎
小
)
、
青
瓦
一
美
和
、
小
林
奈
々
子
一
枚
沢
門
出
力
(
神
田
ー
也
、
秋
山
葱
一
本
川
靖
奨
、
照
沼
市
議
、
中
一
塁
居

一
果
、
次
の
方
々
が
入
賞
さ
れ
た
。
一
門
V

銅
賞
海
笠
郎
、
竹
内
克
車
問
、
一
(
金
田
小
)
、
石
井
白
々
子
(
オ
出
庄
一
美
子
(
城
島
小
)
、
小
沢
俊
子
(
間
一
子
(
中
原
宏
、
議
窪
早
入
、
杉
山

一
笠
巾
{
践
の
援
軍
一
出
…
奥
津
彰
、
根
塚
公
莞
F
(
な
で
し
一
小
一
、
力
付
裂
希
子
(
ム
日
沢
小
)
、
速
一
崎
小
)
、
速
水
桃
子
(
金
間
以
小
)
、
二
一
満
起
手
、
田
辺
愛
一
希
、
出
咽
川
呉
知

一
マ
入
選
一
時
一
帯
侃
一
軒
町
一
鎌
倉
一
こ
幼
)
一
一
勝
さ
き
工
会
塁
、
今
詮
措
淀
川
一
宮
市
広
幸
(
吉
沢
小
)
、
羅
文
以
内
(
八
一
子
、
真
一
蹴
洋
明
、
大
西
真
奈
美
、

石
室
章
、
目
黒
広
一
(
函
一
〔
小
学
護
霊
量
一
足
利
久
美
子
(
領
内
小
)
、
長
田
一
一
壁
、
主
主
お
い
、
今
皇
室
永
、
河
内
博
史
天
皇
、

一
八
幡
て
雫
石
昭
子
(
南
町
出
)
、
懐
本
一

V
A蓑
浅
沼
絵
理
子
(
勝
原
小
)
一
恵
、
渡
辺
ー
末
、
内
海
hm
子
、
中
林
一
行
(
真
十
一
小
)
、
小
一
一
時
間
康
子
(
松
が
一
高
梨
由
紀
(
神
的
問
中
)
、
猪
俣
美
俊

一
裕
(
東
京
都
時
東
海
大
)
一
マ
襲
警
童
三
雲
寺
会
、
一
聡
(
八
幡
山
心
、
富
山
川
容
一
部
長
一
丘
小
)
、
富
山
憲
美
、
初
日
原
動
(
笠
絵
(
金
日
中
)
、
峰
嵐
長
手
(
需

一
マ
佳
作
村
必
要
(
章
、
鈴
一
樋
口
有
紀
子
(
漆
小
)
、
絞
暴
露
一
原
小
)
、
石
井
誠
真
(
真
土
小
)
、
一
内
小
)
、
大
童
子
(
援
室
、
柏
一
中
)

一
木
利
夫
(
老
松
町
)
、
市
川
俊
憾
(
真
一
士
見
小
)
、
藤
原
篤
(
旭
小
)
、
一
栗
林
架
奈
(
勝
原
小
)
、
高
橋
田
川
一
木
和
章
(
み
ず
ほ
小
)
、
盛
井
雅
美
、

百
三
括
和
彦
(
河
内
)
、
非
道
悦
…
中
山
修
一
、
同
本
綾
子
(
神
旧
小
)
、
一
孝
、
向
山
川
安
樹
〈
訟
丘
一
一
小
)
、
議
一
深
川
一
明
白
美
、
原
案
忠
実
(
山
下

一
(
片
潤
)
、
日
比
谷
孝
(
良
八
橋
)
、
一
丸
山
俊
一
一
(
横
内
小
〉
、
即
時
川
鳥
美
奈
一
涼
菊
子
、
由
震
源
誠
(
み
ず
ほ
一
小
)
、
湯
川
美
穂
(
大
原
小
)

九
月
一
日
は
防
災
の
日
。
今
年
も
防
災
の
日
に
あ
わ
せ
て
、
党
支
対
応
型
の
訓
練
や
予
知
対

応
型
の
訓
練
な
ど
が
行
わ
れ
る
。
大
地
一
震
な
ど
の
災
害
か
ら
身
を
守
る
た
め
に
は
、

E
ご
ろ
の

備
え
と
隣
り
近
夜
の
助
け
合
い
が
大
切
で
あ
る
。
特
に
、
九
月
一
日
に
行
う
「
防
災
ミ
一
一
訓

練
」
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
家
庭
で
一
分
頭
、
避
難
訓
諌
等
を
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

り
イ〉

て芝

一
一
樗
少
年
制
相
談
窓
(
市
民
セ
ン
タ
]
一
橋
)

円
{
)
金
曜
5
9
時
1
日
時
土
曜
日
は
日
時
ま
で

守
地
み
ご
と
同
地
。
ヤ
ン
グ
テ
レ
ホ
ン
。

a 工Eしい情報をつかもう
ラジオやテレビのスイッチはつけたままにしと

おく

切火はできるだけ使用しない

火の元は全て消す

。然険物の安全を幸寵かめよう

灯油需ベンジン@食用油などの危立食物は、安全

な容器に移しかえる

-ガラスの破壊紡ヰそしよう

窓、サイドボ ドや食器棚などのカラスはたロ

デーブやガムテーフを貼る

。非常持ちと起しふを議かめておこう

日頃用意の非常持ち出し品を再占、検し、手近な

ところにi買いておく
@近隣どの協力体帝せをとろう

防火や初期消化、避難、情報収集なと、近所近

辺と協力しあって行動できるようお主主いに連絡

をとる

回避難対象滋区や危需主な場所;ニf主む入は

滋難を字く

避難場所まで遠い場合、老人や病人などがいる

場合などはとくに早めに

@できるだけ多くの水を照惑しよう

飲料水は人 日 3ジットルそ自安に数日分を

@家主主要賓の転倒紡止をしよう

照定していない家具や大裂電気製品、ピアノな

どはいそいで金具やロープで回定する

e 脱出口を獲係しよう

万 出火したり、損壊が生じたりしたときに備

えて、脱出口安確保する

-1働きやすい露呈差益にさきがえよう
作業にも償制で、そのまま避難できる服に替が

える

• Eヨ璽主主事i制使わない
響或賓室雪が出たら、自動車の使用はやめる

重軽43 登

(
敬
称
略
)



事警少年相談の内容

課
へ

霊童り場iまいかし、は危険

総
議
が
一
千
万
円
以
下
の
会
社
、

は
か
り
、
消
費
サ
ー
ビ
ス
の
出
向
と
一
あ
る
い
は
常
耕
作
使
渇
す
る
従
業
員

と
地
域
柑
開
業
の
振
興
発
展
に
震
紙
一
が
防
人
以
下
の
会
社
ま
た
は
個
人

し
た
優
良
底
繍
を
表
彰
す
る
、
平
一
③
過
去
3
年
間
受
賞
し
た
こ
と
が

塚
歳
鱗
コ
ン
ク
ー
ル
が
実
施
さ
れ
一
な
い
応
鏑

る

。

一

マ

応

募

期

限

S
月
初
日
(
木
)

一
持
つ
青
少
年
の
相
談
を
受
け
付
け
一
あ
る
。
相
談
の
中
味
は
喫
煙
が
一
マ
応
募
資
格
①
市
内
に
お
い
一
マ
審
変
B

8
月
幻
自
(
不
)

一
て
い
る
。
一
全
体
の
一
二
一
軒
と
最
も
多
く
、
そ
一
て
、
過
去
1
年
以
上
物
品
販
売
業
…
問
い
合
わ
せ
は
、
商
工
諜
商
業

一
一
年
間
の
椙
談
件
数
は
、
一
…
互
の
札
べ
親
子
の
対
立
学
業
主
お
よ
び
欽
食
サ
ー
ビ
ス
業
を
営
h
u
一
係
(
内
線
五
六
一
一
)
へ
。

一
回
件
で
前
年
に
比
べ
、
若
干
減
少
一
接
、
男
女
交
際
、
み
だ
ら
な
行
一

一
し
て
い
る
。
一
為
、
学
友
と
の
ト
ラ
ブ
ル
な
ど
が
一

{
蕎
少
年
補
談
}
一
来
安
ず
る
男
女
内
訳
は
、
男
子
一
あ
げ
ら
れ
る
。

青
少
年
相
談
室
で
は
、
悩
み
を
一
吉
盟
十
一
件
、
女
子
六
十
三
件
で
一

い
る
。八
月
一
一
一
十
一
日
ま
で
に
、
近
く

の
金
高
闘
機
関
に
約
め
て
い
ぺ
だ
き

た
い
。な
お
、
納
税
の
相
談
、
口
座
癒

替
、
納
税
貯
蓄
総
合
に
つ
い
て
の

問
問
い
合
わ
せ
は
、
収
納
問
問
管
環
係

(
内
線
二
八
O)
へ。

平
塚
市
青
少
年
栂
談
室
は
、
こ
の
ほ
ど
昭
和
六
十
一
年
度
の
青
少
年
の
非
行
実
態
を
一
部
す

「
青
少
年
相
談
窓
一
重
要
」
を
公
表
し
た
。
こ
れ
に
よ
る
と

Z苫
非
語
、
総
体
約
に

横
ば
い
の
状
況
な
が
ら
、
出
品
子
生
の
控
汀
と
友
子
の
進
出
な
ど
が
み
ら
れ
、
青
少
年
を
取
り
ま

く
社
会
環
境
も
楽
観
で
き
な
い
た
め
、
家
庭
で
の
対
応
に
ア
分
迄
思
し
て
い
た
戸
と
ょ
う
警
告

し
て
い
る
。

に
み
ら
れ
る
女
子
問
題
の
傾
向
が

立
塚
市
で
も
現
れ
て
い
る
。

内
容
別
で
は
、
喫
浅
草
学
、

不
良
行
友
が
全
体
の
九
二
・
丘
一
一
向

{
帯
議
指
導
}
一
と
圧
倒
的
に
多
い
。
喫
遜
は
、
結

青
少
年
繍
導
員
と
市
の
専
任
補
一
年
よ
り
も
数
字
的
に
下
泊
っ
て
い

導
員
を
中
心
に
、
閉
何
種
行
為
の
卒
一
る
も
の
の
、
全
体
の
凶
二
刊
引
を
上
口

綴
発
見
を
す
る
た
め
、
一
愛
の
ひ
と
一
め
、
こ
の
可
っ
ち
中
学
生
が
十
七
人

声
運
動
」
そ
釜
本
に
年
間
同
一
沼
五
一
(
女
子
一
一
人
)
、
高
校
生
が
二
百

十
ニ
也
、
延
べ
一
千
二
百
五
十
二
一
四
十
一
人
(
女
子
二
十
人
)
と
恩

人
を
動
資
、
非
行
化
防
止
の
た
め
一
立
っ
て
い
る
。

に
努
力
し
て
い
る
。
一
ま
た
、
学
校
を
さ
ぼ
る
怠
晶
子
に

処
殺
し
た
件
数
は
、
一
主
一
十
一
つ
い
て
も
、
八
嘉
の
一
ニ
五
校
章
口

問
問
峠
げ
て
こ
の
う
ち
女
子
が
二
百
一
め
、
こ
の
う
ち
高
校
生
が
六
割
以

七
十
件
含
ま
れ
て
お
り
、
全
国
約
一
上
と
、
難
し
い
年
齢
層
を
浮
き
彫

豊富革担621'手お舟守主58

ヤ
ン
グ
テ
レ
ホ
ン
は
ヤ
ン
グ

の
心
の
友
達
で
す
。
図
っ
た
と

と
、
心
配
ご
と
、
悩
み
ご
と
な

ん
で
も
お
気
軽
に
ご
相
談
キ
%

ま
た
、
お
子
さ
ん
の
気
が
か

り
な
こ
と
な
ど
も
相
談
を
受
け

ま
す
。
ご
利
用
を
。

措
思
議
相
縁
日
刃
5
土

午
前
9
跨
♂
う
午
後
6
待
問
州
分

(3) 

り
に
し
て
い
る
。

老

齢

福

祉

年

金

は

、

マ

提

出

期

限

8
月
出
品
目
(
斥
)

が
負
担
し
て
い
る
年
金
で
あ
る
。
一
マ
提
出
先
保
険
年
金
譲

し
た
が
っ
て
、
受
給
者
本
人
や
一
な
お
、
公
民
館
で
老
齢
福
祉
~

配
偶
者
、
扶
養
義
務
者
な
ど
に
二
金
の
手
続
き
が
で
き
る
よ
う
各
叫

定
以
上
の
所
得
が
あ
る
場
合
や
、
一
一
匹
を
巡
回
す
る
。
年
金
組
制
緩
も
C

受
給
者
本
人
が
他
の
公
的
年
金
を
一
う
の
で
、
ご
利
用
を
。

受
け
て
い
る
と
き
は
、
年
金
の
こ
{
巡
駁
窓
口
}

部
ま
た
は
全
額
の
支
給
が
停
止
さ
一
。
午
荷
の
部

Q
d
時
1
口
侍

れ

る

受

口

が

あ

る

。

了

午

後

の

部

l
時
1
3時

こ
の
た
め
、
毎
年
受
給
者
な
ど
一

7
8月
訪
日
(
火
〕
午
前
金
問
。

の
前
年
の
所
得
績
を
一
誠
査
し
、
八
一
豊
印
公
民
館
、
午
後
構
内
・
袖
幼
稜
盤
児
の
募
集
は
、
市
立
あ

月
分
か
ら
笠
年
七
戸
分
ま
で
の
支
一
回
公
決
断
問
一
稚
園
と
私
立
幼
稜
騒
が
歩
識
を
合

総
を
一
決
定
し
て
い
る
。
八
月
織
の
一
一
V
8
R
U
B
(水
)
午
前
規
公
一
わ
せ
て
行
っ
て
い
る
が
、
来
年
四

支
払
い
を
受
け
た
ら
島
民
年
金
笠
一
民
館
、
午
後
金
百
回
公
民
館
一
同
月
の
募
集
日
程
が
こ
の
程
決
ま
つ

蓄
(
緑
色
の
手
線
)
そ
提
出
し
て
一
門
V
8
月
初
日
(
木
)
午
前
須
索
・
一
た
。

い
た
だ
き
た
い
。
…
吉
沢
公
認
線
、
午
後
城
島
額
三
門
V

類
審
配
布
呂

m
R
お
5

提
出
が
遅
れ
た
り
、
忘
れ
た
り
一
屋
公
民
館
一
(
木
)
か
ら

す

る

と

、

次

の

十

二

月

錦

の

年

金

一

一

円

V

額
書
受
付
臼
日
間
口
I
B
(日
)

一

一

市

税

は

熱

議

内

に

一

一

と

中

学

一

年

生

に

多

く

み

ら

れ

一

が

受

け

ら

れ

な

く

な

る

場

合

も

あ

一

一

カ

ら

一

る

。

一

る

の

で

、

ご

注

意

を

。

一

八

汚

は

、

昭

和

六

十

一

一

年

度

市

一

詳

し

く

は

、

掌

一

i
i
i
i
j
i
l
-
-
;
i
l
i
-
-

一
塁
税
第
二
期
の
撃
と
な
っ
て
一
線
五
三
一
一
)
へ
。

{
ヤ
ン
グ
テ
レ
ホ
ン
縁
組
制
〕
ム
ハ
@
九
件
の
科
婦
が
あ
り
、
抵
当
同
一
;

悩

み

多

い

子

供

た

ち

に

三

一

や

い

た

ず

ら

一

電

話

な

ど

を

合

わ

せ

一

新

灘

議

題

還

の

一

公

鶴

会

り
で
悩
ま
ず
、
す
ぐ
電
諾
/
…
を
一
る
と
、
四
千
山
口
六
十
八
人
の
子
供
…
:
一
ノ
、
4

、
1iliij
。

句

t

'

1

1

j

d

キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
に
、
昭
和
六
一
た
ち
が
電
認
を
利
用
し
た
ζ
と

に

…

環

境

影

響

予

滅

評

綴

書

案

を

十

一

年

間

同

月

十

五

日

か

ら

開

設

し

一

な

る

。

-

て
い
る
。
一
徳
該
内
容
は
、
友
人
用
問
係
が
一
一
二
新
遡
間
一
国
選
に
係
る
環
壌
影
響
一
水
台
)

相
談
件
数
は
、
年
間
一
千
九
在
一
六
げ
と
最
も
多
く
、
性
の
間
接
、
一
予
測
詳
隅
四
番
案
に
つ
い
て
の
「
公
一
場
公
述
串
し
山
山
出
制
限

9
月
7
臼

六
十
三
件
で
、
こ
の
う
ち
女
子
の
一
家
族
関
係
、
学
習
、
身
体
、
性
務
一
線
会
」
が
間
開
催
さ
れ
る
。
一
頭
公
述
人
の
資
格
、
公
述
申
出
番

相
談
が
全
体
の
七
割
問
を
い
口
め
る
二
な
ど
、
喝
仏
い
鯨
開
聞
に
わ
た
っ
て
一
〔
門
出
時
a

公
述
申
し
出
帽
期
限
}
一
の
提
出
方
法
等
詳
し
い
こ
と
は
、

千
四
百
四
十
四
件
受
け
付
け
て
い
一
い
る
こ
と
が
み
ら
れ
る
。
ま
た
、
一

v
o
Z月
山
口
罰
(
土
)
午
後
2
鍔
5
一
神
奈
川
熊
環
境
部
環
境
管
理
一
課

る
。
一
最
近
い
じ
め
の
問
惑
が
取
り
上
げ
て
湾
出
品
宇
校
体
育
館
(
タ
一
幾
ケ
丘
二
(
電
話
。
四
五
一
一

O
一
i
一一

ヤ
ン
グ
テ
レ
ホ
ン
の
利
用
者
は
一
ら
れ
と
い
る
が
、
ヤ
ン
グ
テ
レ
ホ
一
咽
公
述
申
し
出
閣
制
緩
号
汚
5
日
一
一
一
向
抽

小
学
生
が
六
割
中
学
生
が
三
割
一
ン
で
渉
百
二
十
件
(
五
e

七
一
色
一

7
2月刊山口同

(B)
午
前
政
持
1
一
わ
せ
売

を
占
め
て
い
る
。
一
日
平
均
で
は
一
あ
る
。
特
に
、
小
学
生
の
高
学
年
一
・
な
で
し
こ
小
学
校
体
育
館
(
花
一

喫哲霊439人 (41人)

輯
職
少
年

〈件〉

{
警
襲
撃
一
一
議

ヤ
鮭
変
の
対
象
と
結
築
平
塚

市
同
開
発
公
社
，
土
地
問
開
発
公

允
臼
行
わ
れ
た
定
期
監
査
に
社
、
平
塚
市
生
き
が
い
事
業
窃

つ
い
て
、
監
世
話
委
員
石
沼
成
:
各
山
間
体
と
も
事
業
は
、
出
資

弘
e

青
木
一
朗
ヤ
訪
問
問
自
党
支
か
居
品
開
に
沿
っ
て
お
り
、
事
務
処

ら
報
告
が
あ
っ
た
。
理
は
お
お
む
ね
良
好
に
な
さ
れ

〔
滋
蛮
公
表
第
十
一
号
山
て
い
る
も
の
と
品
認
め
ら
れ
た
。

マ
監
査
の
対
象
と
結
果
①
企
議
議
会
議
筆
一
一
一
芝

画
部
適
正
に
処
理
さ
れ
て
い
マ
監
査
の
対
象
と
結
果
経
済

た
。
②
市
民
部
:
お
お
む
ね
瀦
契
公
営
豪
語
:
お
お
む
ね

正
に
処
理
さ
れ
て
い
た
。
議
ケ
広
に
処
理
さ
れ
て
い
た
。

百月 Eヨ{オ
午後 1 時部分~3 時40分

入場方法希望者は中央公民館に入場整

理券が用意してあるので申し出を。{先着

剤買)

中央公民館電話 34-2 1 1 1 

会場

競 喜市 E盟書害事者 金問一審彦氏

対象ー畿帯主主 700人

お気軽におま裂かけそ

く〉昌丹羽鈎

*午鈴10時~12時横内公民館

・午後2時へ 4時神田公民館

。 8~26Eヨ{水〉

。午後7時-9時豊田公民館

く〉号刃 2ヨ{水〉
・午喜fno民子~12時南綴公民館

必午後 2 時~4 時松が丘公箆宣書

・午後7時 -9時中原公民館

担当金務部広報諜広総額

選i



(4) 留軍062年 8舟守 58もつか

堂々のi謹手重量饗・関口前j哉君(童藍平)と毘代紀子容ん〔重量!EJ

女子ソフト主主事な投球フォーム

男
子
顔
負
け
の
パ
ッ
チ
ィ
ン
グ

色
と
り
ど
り
の
ユ
ニ
ホ
ー
ム
を
一
つ
一
つ
の
試
合
に
は
、
勝
つ
縛

着
た
少
年
少
女
た
ち
が
、
夕
暮
れ
て
う
れ
し
渓
を
流
す
子
、
負
け
て

の
平
塚
球
場
に
集
ま
り
、
照
会
悔
し
涙
を
流
す
子
な
ど
、
勝
負

式
。
少
年
野
球
大
会
、
少
女
ソ
フ
に
対
す
る
子
供
同
士
の
ド
ラ
マ
が

ト
ボ
ー
ル
大
会
の
弥
凶
引
が
繰
り
広
展
開
さ
れ
ま
し
た
。
し
か
し
、
汗

げ
ら
れ
ま
し
た
可
と
ほ
こ
り
に
汚
れ
た
子
供
た
ち
の

各
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
は
、
子
供
た
ユ
ニ
ホ
ー
ム
姿
か
ら
は
、
精
一
杯

ち
の
大
人
顔
負
け
の
プ
レ
ー
が
続
ゃ
っ
た
と
い
う
さ
わ
や
か
さ
が
感

出
し
、
そ
の
ハ
ッ
ス
ル
プ
レ
ー
に
じ
ら
れ
ま
し
た
。

応
援
に
駆
け
付
け
た
』
ハ
叫
父
さ
ん
、
マ
優
勝
B

小
学
生
の
郎
副
大
野
ク

お
母
さ
ん
も
思
わ
ず
身
を
乗
り
出
ラ
ブ
、
準
俊
勝
高
浜
台
少
年
野

し
て
、
プ
レ
ー
の
一
つ
一
つ
に
大
球
部

声
者
出
し
て
声
援
し
て
い
ま
し
た
。
・
中
学
生
の
部
八
幡
リ
ト
ル
イ

ン
一
ア
イ
ア
ン
、
準
優
勝
真
土
オ

ー
バ
ー
ザ
ト
ッ
プ

マ
女
子
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
優
勝
纏

下
山
下

平寧球場lこ勢ぞろいした出場チーム

一
「
付
銭
離
約
8
キロ

M
川

}

一
平
塚
駅

一
マ
そ
の
他
弁
当
、
水
筒
、
交
通

榔

…

費

一

千

六

百

八

十

円

精
一
平
塚
あ
る
く
会
で
は
、
自
然
の
一
郵
銭
湯
だ
よ
り

崎
一
緑
と
木
と
の
触
れ
合
い
可
求
め
て
一
夢
の
貯
金
箱
募
集

ー
一
県
北
の
相
撲
路
を
一
歩
く
一

わ
一
マ
日
時

8
2臼
(
臼
)
降
水
…
鄭
便
局
で
は
、
小
土
子
生
を

み
J

一
確
率

mr以
上
の
場
合
は
お
日
一
対
象
と
し
た
「
私
の
ア
J

デ
ィ
ア

峨
一
(
日
)
以
後
出
止
一
貯
金
箱
コ
ン
ク
ー
ル
」
の
作
品
を
一

勝
一
・
集
ム
ロ
平
塚
駅
改
札
午
前
8
時一

9
月
訪
日
(
木
)
ま
で
募
集
し
て
一

摘

す

コ

ー

ス

平

譲

協

議

一

い

る

。

一

ご
一
{
城
山
役
場
前
八
幡
宮
R
m

城
山
一
詳
し
く
は
、
鳥
取
寄
り
の
郵
便
扇
一

み

一

滋

峰

の

薬

師

樟

久

井

湖

歩

一

玄

尋

ね

を

。

一

場

一

広

ル

一

ツ

ン

場

一

-

あ

る

く

会

8

会

開

く

橋
本
駅

月

演

/
開
閉
パ

扮

一

〉

約

ホ

火
山
ド
一

(

i

タ

ロμ

齢

的

ン

順

1

同

町

セ

ゆ

惜

月
創
氏
刺
ト
7
U

9
日

明

市

山

内

一

日

ヰ一リ

ろ

癒

桝

こ
!
4
2
F

明
朗

と

鵠

耕

一

※

夫、と
ヲ内にある織設を知ってもらうため、観光パスを使つての織

主学会在実施する。ご近所お誘いあわせの加え、お気軽にご

日を。

襲警 告汚25窃{金)
主食 市役所市民ホール午前8時50分

2ース 市役所一博物館一粗大ごみ破砕必寒車場 白帯荘(盛

一金百観音堂一遠藤原ョ般廃棄物最終処分場ー市役所(午

時間分解散)

聖聾するもの弁当

苦し込み 希望者は、往復はがきに霊参加者全員の住所、氏名、

言、震話番号を記入のうえ「守254平理市浅間町9-1 平

?広報霊祭広報係Jへ。締め切り 8月228出、先着50人 主龍平塚市、it':環青年会議所
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7
1
i
i
i民
主
計
一
一
七
戸
町
民
七
一
U
i
-
-
i
i
i
j
i
i
i
j
i
2
1
4
2
1
1
h
E
l
i
-
2

一

ひ

ら

つ

か

」

に

掲

載

す

る

習

に

登

場

し

て

い

た

だ

く

こ

と

に

な

器

開

内

部

門

田

農

で

忠

信

報

課

へ

マ

ま

ん

が

」

と

「

カ

ッ

ト

」

を

募

っ

た

。

ブ

ロ

・

ア

マ

を

問

わ

な

い

j

l

e

i

t

-

-

i

察

す

る

。

の

で

、

ぜ

ひ

、

ご

応

募

い

た

だ

き

マ

大

き

さ

縦

お

句

、

横

8
今
ば
、
恋
通
安
全
運
議
、
衡
を
き
れ
加
平
塚
市
浅
間
同
町
9
1
1平
塚
市

広
報
紙
は
、
多
く
の
市
民
の
皆
た
い
。
マ
市
内
容
行
政
に
関
す
る
も
の
、
い
に
し
よ
う
、
非
行
化
防
止
運
広
報
課
広
報
係
」
へ
。

さ
ん
に
読
ん
で
い
た
だ
く
た
め
萌
優
秀
作
品
は
、
広
報
紙
に
掲
載
街
の
話
題
、
四
季
に
関
す
る
も
の
動
、
健
燥
、
防
災
、
街
づ
く
り
に
な
お
、
応
募
者
会
員
に
粗
品
を

る
く
読
み
や
す
い
紙
面
づ
く
り
に
す
る
。
ま
た
、
継
続
し
て
執
筆
を
そ
の
外
明
る
い
テ
ー
マ
で
あ
れ
ば
開
閉
す
る
も
の
)
熔
皐
す
る
。
ま
た
、
俊
秀
作
品
と

努
力
し
て
い
る
が
、
さ
ら
に
、
紙
お
願
い
す
る
場
合
も
あ
る
。
何
で
も
よ
い
。
マ
大
寺
内
3
d

縦

mHン
、
横
山
門
ン
し
て
、
広
報
紙
に
掲
載
し
た
場
合

麗

に

や

わ

ら

か

さ

を

持

た

せ

る

た

{

間

コ

マ

ま

ん

が

}

守

色

禁

マ

色

黒

は

、

四

コ

マ

ま

ん

が

五

千

円

、

ヵ

め
、
悶
コ
マ
ま
ん
が
と
カ
ッ
ト
を
マ
タ
イ
ト
ル
ひ
ら
つ
か
さ
ん
{
カ
ッ
ト
}
マ
題
自
由
(
例
え
@
応
募

8
月
泣
臼
ま
で
に
「
干
ッ
ト
代
日
一
千
円
を
支
払
う
。

ヰ
Jnu 

答
千
世
帯
品
祖会
平
塚
市
公
童
謡
素
で
は
、
十
一
と
@
呂
に
お
い
て
、
過
去
1

一
月
か
ら
六
十
三
年
三
月
ま
で
に
務
一
年
以
上
希
望
す
る
売
腐
と
向
一
の

一
巾
躍
す
る
と
き
の
、
平
塚
綾
輪
場
丙
一
業
務
を
経
営
し
、
か
っ
、
こ
れ
に

一
言
出
席
者
を
募
集
す
る
。
一
よ
り
去
を
維
持
し
て
い
る
こ
と
亘
書
)

一
マ
貸
付
鴻
鵠
・
特
観
骨
付
属
食
一
③
市
税
お
よ
び
そ
の
伽
平
塚
市
の
一
一
調
理
師
&

一栄

2
辰
鏡
・
飲
食
売
府

9
一
徴
収
金
を
滞
納
し
て
い
な
い
こ
と
一
わ
る
も
の

一
底
舗

B

雄
日
遅
河
岸
国

6
庄
誠
一
な
お
、
法
人
に
つ
い
て
は
憎
い
一
マ
注
意
事
項

一

一

マ

受

付

円

時

8
月間口
-U(
水

)

、

一

合

わ

せ

を

。

一

人

(
1
法
人
)
1忠
舗
と
す
る

一

一

T

務
一
初
日
(
木
)
の
2
日
間
一
マ
持
参
す
る
も
の
①
住
民
禦
一
@
同
居
の
親
族
は
同

-

重

運

営

委

員

会

で

は

、

警

言

語

背

6
臼

(

火

)

午

後

三

一

局

、

ャ

ン

レ

イ

レ

コ

!

ド

、

ヵ

マ

で

時

間

午

前

9
時
1
午
後
4
一
(
義
人
の
警
は
外
閑
人
重
子
宮
自
の
種
類
、

た
鐸
ム
曇
術
を
親
し
ん
で
も
ら
う
一

6
時
開
演
一
マ
入
場
科
5
席
一
一
…
千
五
百
円
、
一
ヤ
ス
ト
ア
、
精
児
経
阜
県
器
市
出
、
サ
…
開
吋
a

場
所
平
塚
競
輪
場
事
務
伝
一
済
証
明
書
目
。
法
人
の
場
合
は
定
一
の
指
一
市
に
よ
る

た
め
、
文
章
の
公
演
を
行
う
こ
一
マ
会
場
市
民
セ
ン
タ
7

ホ
ー
ル
一

A
席一一一千円、

h
b
席
下
五
で
同
一
ク
ラ
書
活
本
活
、
ヨ
ネ
ザ
ワ
楽
一
マ
応
募
資
格
宮
市
内
に
1
年
以
一
款
、
受
諾
伊
達
本
お
よ
び
代
表
者

と
に
な
っ
た
。
今
自
の
公
演
は
、
一
マ
演
回
①
遊
女
タ
霧
②
禰
太
一
(
全
席
指
定
)
一
器
、
花
本
書
席
、
文
栄
堂
、
な
で
一
仁
山
引
き
続
き
居
住
し
、
住
民
基
本
一
の
住
民
業
)
霊
安

明
文
学
座
創
立
五
十
喝
年
記
念
公
演
一
五
郎
一
掠
七
一
マ
前
売
券

8
月
お
口
い
(
口
)
午
…
し
こ
皇
居
一
層
一
台
緩
ま
た
は
外
間
人
登
録
法
に
よ
一
番
(
法
人
の
場
合
は
ザ

一
と
な
っ
て
い
る
ほ
か
、
神
奈
川
三
マ
主
な
出
演
者
①
太
地
喜
和
一
前
刊
誌
吋
か
ら
発
売
。
た
だ
し
初
日
一
マ
問
い
合
わ
せ
先
市
民
セ
ン
タ
一
り
平
塚
市
に
登
録
さ
れ
て
い
る
こ
…
お
よ
び
法
人
の
も
の
)

一
平
術
祭
に
も
参
加
し
て
い
る
。
ぜ
ひ
一
子
、
荒
木
道
子
、
加
藤
武
③
北
一
は
1
人
4
枚

以

内

一

l

(
意
義
山
一
一
二
三
瓦
)

3
醐

4
醐

輔
弼(5) 

ワ

8月 17日 二集会、 三[語、 十四軒町

8月18日嬰原町

8月四百 四区、五民

8月20日中雫

お月218 謡史悶7

8月日諏訪町

8 FJ24日富士見開

8月25日 上平塚

8月26日桜ケ丘、富土民平

〔禦蕃地区密治会〕

8 ri 28 E::i ~ζ璽ア密J

8月四日 明石町、追分みどり会

8月31日見附町

9月 1H Eノ白'1、 r立lIlJ

9月 2日 寓松町、浅間町住宅公回

9月 3日 錦町、東京ガス平場アパー

ト、 糸工ぞ幸町

〔花木地区自治会}

9月 5日 J\ 芸員 ~I夫街7

9月 7日 虹ケ浜東部、黒部丘東部

9斥 8E3 松風町
9月 9I可袖ヶ誤

9月10日材h診毛IET

9月11日箪平

9月12日龍域ヶ丘

{なでしこ地鼓宮治会3
9月 14日黒部丘西部
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市民総合体育大会のまヨ樫

9丹

9月 6白、 20s

9月 6

9月 6日

9月 6臼、 20[3

9月 6日

9月 6日

9月

パレポール

バスケットボル

石璽主主デ二ニス

陸と競技

軟式野球

ボウリング

柔道(含個人戦)

ホ詠

平土議怨求場の念な沼程

oブ D野王者イースタンリーグ
・8月21臼樹 18時大洋ヤクルト
• 8月22日仕) 18時大洋一日本ハム

・8月25日制 188寺大洋ヤクルト
• 8 Fl26B例。 18日寺
・8月29日[封 18日李
• 8月初日(臼) 18時大洋ーヤクjレト

・9月118樹 18時大洋日本ハム
・9月12日(土) 14時大洋一日本ハム

。プロ野球ジュニニア滋苧機

• 9月14日{月) 18時30分イースタンリーグ
優勝チーム対ウエスタンリーグ優勝チーム

※入場券は 8月16日から平塚球場(電話

喜男題

午後5時から 9時まで

至急総会公額と市主主センター潟iZ1

野菜、果物、菓子、苧づくり品、地酒、天埴構ヶ

島町の特産品、その他

潔雨天の場合は、翌日野菜と果物の朝市を開

く。午前 7時から 9時まで。

く)J主的合体育費霊(電話31~-3閃7)
・轄地理居 卓球バドミントン、バスケット、

軟式庭球(へ♂16ft剤、パレ (16時-.)

8丹24罰(月)今ニ鞭 1時~午後8時

• 9丹 76(丹ノ
• 9月216(丹 11

o重量沼公民重重体事著書室(電話31-2136)
・糟組鴇箆 パレー(9時-13時)、パドミン

トン、卓球 (13時-1日朝、ハスケット(16

時-20時)

・8丹口器(月)午前 9時~午捷8時

省 9丹 7自{舟 H

• 9月21B(舟 11
※ 10月分の申し込みは 9F=l 1日 9時ヵ、ら

各種目ともラケ y ト、シャトル、ポ

ルは各自持杏を、また、上ばき用運動ぐ

百積問問3
P
/
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22日
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5日
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9臼

10B 24 B 

10B 24日

11日

移動顕著警費留め古河沼顎

隠利62年 8河守 5Eヨ

海宝寺

液量豊田公民館

※田村ちびっ子広場

域島公民館

※岡崎小学校

※金問公民館

ふじみ野田地薬会所

土屋小学校

※吉沢公民館

※松延小学校

金目小学校

※みずほ小学校

※万田貝塚市営住宅

中
央
公
民
館
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川
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で
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、
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す
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、
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た
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げ
る
た
め
に
受
講
さ
れ
て
は
い
か
が
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重曹433翠

こわーい宿題ゅうれい事件

胞団美代子

ゲゲゲのきたろう *7忙しtfる
次郎物語 下村糊人

生きるということ 宮田光雄

ニイ四の灘 壷井常

おじいさんのかぼちゃ 長崎源之助

イルカ 倉橋和彦

氷のゆげ 折井英治

日本妖怪図審 }f!端誠

のうさぎのおかあさん 棟鳩十

もりのほんやさん 舟崎靖子

さよならピーコ マイ7重子栄
虫のかいかた 斉藤君子

富士山にのぼる 岡部-Aま
とまり木をください 松谷みよヂ

クレオ上・下 アミーチス

1Bでできる自由工f乍ヒント葉
堂本保

(絵本)

ぼうし 輔 )11康男

さっちゃんのかさ 金森三千男

ほたるのよる 梅間俊搾

くるみわりにんぎょう ホフマン

わがままな大男 オスカーーワイルド

)，〆
} 

カラー24分

事たきりになる原因と予防法、寝込んだ時

にどうすれ泣よいかなどを描く。

「温泉と憧鹿法」 カラー23分

世は今温泉ブーム、疋しい入措法とその効

果を言見く。

8月29日(土〉まで

@費出室、参考室

火~金曜日

土~日曜日

ーこども室

火~日曜日 9時-16時間分

婦会議室〈学官席として開組)

火~日曜日 9時~四時30分

8 R29日〈土}まで、 3階参考輩 (73席)

は指定席となっており、定数以上は入室でき

ないのでご注意を。なお、下旬になると大変

混み合うので、自出研究や調べ物で幸考室を

利用される方は、お早めに。

古こども唆沼会

@8月23日(日) 10時、 14時 3階ホール

2田上映(入場自由)

f背葉学閣物語」 カラーエ時部43分

親むない子棋士ちが、養護施設の中で慢し

さや思いやりをはぐくみながら、たくましく

成長していく聾を措く。

合開館時間 9月 2日(火)-

・費出室、事考室 9時-16時50分

・こども室火~金曜日 13時-16時50分

土・日曜臼 9時-16時50分

台体鰭日 毎週月曜日、月末、 9月15B

台E盟聾安宮 守'"潰償問J12~41 電話 31~0415

こども獲の本繍から

新着紙芝居

。どこへいくのかお堀尾脅史脚本

第四国五山性受合作品

おはなし うさこちゃんはえつさえっさ。

ぴょんとこぴょんとこ大いそぎ。パンやさ

んっちがう。

。たべられたやまんば松苔みよ子脚本

おはなし 蹄の小慣がやまんはの草に遊び

にいくと、やまんはは襲を煮て小慢を持って

いた。そしてとまっていけという。

このほかにも新しい紙芝居がたくさんあり

ます。どうぞご利用を/

世敬喜寵会

。 8J苦16詞(島) 10時、 14時 3階ホール

2 (罰上映〈入場自由)

「寝たきりbこならないためにj

。時間四時-15時

対象小学生

会場博物輯科学教室

古体験学習 f巣箱を作ろうj

シジヱウカラ問自県箱を作る。

・日時 9月 6日 (呂)

a時間 13時-16時

会場博物舘科学教室

・定員 20人(抽せん)

・申し込み 8月25日ま'"こ柱壇はがきで

官プラネタリウム f銀河360~窒J

夏の農産自揮し方と、天の川を船に乗って

旅する話。

ー夏抹みの投彰日と投器時間

(摺人) 木、木曜日 14時

土曜日 14時、日時30分

日曜日 立時、 14時

(Es体〉 水、木、土曜日日時

詳しくは、博物鯖管理部へ問い合わせを。

制体舘恕 揮週月曜日、丹末、 9月15日

会博物舘千254糧問町12-41 電話33-

5111 

官納涼蜜粂まつり

夕暮れのひととき、生積善を聴く。

・日時 8月四日〈土)

・時間 17時-20時間分

・会場 青世卑全館前広場

(雨天のときは青少年金館集会主藍)

合木級車覇Eこ華亮しもう

木眠薗を基曜から苧ぶ。く申込制〉

・日程 9月108---12月248O聾選木瞳日

(毎月第 1木曜日を酷く)

何時間四時30分-21時

・対象青年 15人

輸材料費 お己負担

会悼撞自 毎週月曜日、 9月日目

安曹世卑金臨

守 254揖間町12--41 電話32-7029

*.墨を主主る会

望遠鏡で月や惑星霊安輯聾する。

・日時 8月20日〈木)

・時間 18時-20時

・会場 博物舘科学教室

世夏休み密話語研究精談会

E重史・考古・毘悟・生物験地賀・天文など

に欝ずる費料やまとめ方について、指導や相

説に応じる。

e 日時 8月28日{金)



妊眠中の Lイ号、最善のとり方、赤

ちゃんの育て方、安産むために必要

な知識や体操・呼唖法などを学ぶ。

主治震の許可を得てから書加を。

盟前期(妊娠 6か月までの方)

• 9月 7日、 14日

醐桂期〈妊据 8か月以降の方)

• 9月21日、 28日
曜時間午後1時 30分-4時
融合場保檀センタ (34-0311) 

盟申し込み 当E直接会場へ。

輯母子瞳麗手帳、筆記用具、スラッ

クス(7日と21日)、さら υ、裁縫

道具 (14日)を持参

ゃ

く募集〉主主笠宮古22J2222:22ぷ(22二222二時

言124iiiiZ7lE2313三??iRdiiitii話相手15
1ii;!iliizizqii;iB155iE!日露!?31ii
警告マp きZ主主選!日空ン )円六月 空ザ)詩EP室詳害
璽ぞ品苦言。主重吉 | 雲ま喜子 官官官 主筆員宍占皇 室霊三

暗号itii1ii52fih震1P雪iiiifipi:日説
明日;主主i主[宣言fF2 35iF 霊平署長ふ
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市渓センター

。午曹吉の藷事(受付9時-10時)

e対委決 紫善、松原、富士見、詫妻、花水、な

でしこ小学校区

。午後の古事(受付12時30分 -13碍30分〉

a 対象午前の部以列の全地区

楽対象者は、77歳以上の高齢者及び結婚50年、

60年を迎えた夫妻(9月初旬ご案内の通知を

する)

担当 福祉総務課老人福祉係(内繰219)

とき

ところ

J
V
 

。凶
U
需
品
併
問

雪月5宿 (溺) 号待~
当日雨天の場合は 9813日

ところ 浅罪悪緑地

o語革連@ー殺の簿上告主審チーム募集
@募集数 8チーム、 1チーム 8人(補欠

2人入試合は 6人完封 (1人は立

子または50綾以上の弟子を入れ

る)とする。

・出場資格市内に在住または市内の事業

所等に樹}く勤労者

。申し込み 8月21臼(金)までに勤労会館

(電話32-3355) か輝工会議所(電話22~-

2510)へ。

覇対車満3か月以と4誰来溝で8

CG播種ぞ l回も受けていない乳幼
児

鱒ツベルタリン接撞

9月 8日 福祉会館、/酎と公民館、

※豊田公民鮪

9月 9日 花水公民館、大野公民館
横内公民館

9月16日 保瞳センター、※中央農

協土沢支所

覇判定ー BCG努崩壷
9 Fj 10日 福祉会館、 λ旦北公毘館、

※豊田公民館

9月 11日 花水公民館、天野公民館

横内公民館

9月18臼 保輝センタ一、液中央農

協土沢支所

臨対象乳幼児

購相談日 毎運ホ曜呂

瞬時間午前9時 30分-10時 30分
離会場保憧センタ

輯内容体重制定、栄養、病気、育

て万、予防器種のことなど

。
本
商
品
受
輯
構
報
誌
ス
嵩
沸
器
、
風
呂
韮
(
都
市
ガ
ス
)
、

地
域
づ
く
り
課
市
民
生
活
保
(
内
組
ベ
ビ
ー
カ
ー
、
ベ
ピ
l
パ
ギ
!
、
新
仏

二

四

四

)

へ

。

児

用

衣

類

、

洗

擢

南

風

呂

水

ポ

ン

プ

。
議
り
ま
す
マ
ッ
ト
レ
ス
、
ベ
ビ

1

0
諮
っ
て
く
だ
さ
い
マ
タ
ニ
テ
イ
リ

ふ
と
ん
一
式
、
ベ
ッ
ド
、
ス
チ
ー
ル
レ
ス

(
9
号
・
日
号
)
、
本
棚
、
時
『

皆
さ
ん
の
ご
協
力
で
、
問
い
合
わ
せ
机
、
パ
イ
プ
い
す
、
折
り
た
た
み
テ
1

庫
、
オ
ル
ガ
ン
、
自
転
車
(
幼
稚
閣
ヤ

た
だ
し
、
問
い
合
わ
ブ
ル
、
パ
ソ
コ
ン
、
窓
用
ク
ー
ラ
ー
、
こ

M
刊

e

如
何
ン
女
子
用
)
、
剣
道
具
一

す
で
に
決
ま
っ
て
い
た
つ
、
映
写
機
、
電
気
ポ
ッ
ト
、
電
能
(
器
学
年
男
児
用
)
、

ご
了
講
を
。
保
協
器
、
ジ
ュ
ー
サ
ー
ミ
キ
サ
ー
、
ガ
l
ツ
ケ
ー
ス



(8) 罰召籾62年 8F弓守 5Eヨ

文
部
省
で
は
、
時
弱
、
尭
育
不
全
、

そ
の
地
や
む
を
得
な
い
理
由
で
義
務

教
育
諸
学
校
に
就
学
す
る
こ
と
が
で

き
ず
、
就
学
猶
予
ま
た
は
免
除
さ
れ

た
方
に
つ
い
て
、
中
学
校
卒
業
担
震

の
学
力
が
あ
る
か
ど
う
か
に
つ
い
て

認
定
試
験
が
実
施
さ
れ
る
。

な
お
、
合
格
者
に
は
高
等
学
校
入

学
資
格
が
写
え
ら
れ
る
。

マ
受
付
期
間

9
月
9
日
(
水
)
ま

臨務員ひらつか

マ
試
験
臼
日
月
6
臼
へ
金
)

マ
試
験
科
目
中
学
校
の
鴎
語
、
社

会
、
数
字
、
理
科
、
英
語

マ
問
い
合
わ
せ
先
神
讃
川
県
教
者

第 433器

申
し
込
み
の
受
け
付
け
は
、

委
員
会
特
殊
教
育
課
企
画
指
導
班

(
電
話
。
昭
五
;
二

O
…
l
一一一

一
内
緯
七
二
五
五
)

総

人

対

象

講

座

{
経
理
事
務
(
初
級
)
講
留
金
〕

マ
臼
程

9
月
8
日
(
火

)js日
月

四
呂
(
水
)
の
白
日
間

雪
時
間
午
前
叩
時
1
午
後
3
時

マ
会
場
県
立
再
開
人
総
合
セ
ン
タ
ー

マ
定
員
川
町
人
(
抽
せ
ん
)

マ
受
講
山
科
無
料
(
教
材
費
は
実
費
)

門

v
問
い
合
わ
せ
光
開
ゼ
ン
タ
婦

人
労
輸
部
(
電
話
。
四
六
六
訂

一
一
一
一
一
円
醸
五
回
一
)

{
投
金
事
加
講
壊
求
め
よ
う
女
の

イ
キ
イ
キ
人
生
を
)

マ
日
現

9
月
4
日
t

、
四
日
ま
で
の

毎
週
火
、
金
曜
日
(
全
8
隠
)

・
時
間
午
前
刊
時
1
四
時

守
会
場
平
壕
市
中
央
公
民
館

マ
湾
員
百
人
(
先
着
順
)

ヤ
受
講
料
無
料

門
V

問
い
合
わ
せ
先
向
セ
ン
タ
ー
生

理
学
習
部

(O四
六
六

l
u
l
二一

二
内
綿
五
六
こ
ま
た
は
半
塚
市

中
央
公
民
舘
(
電
話
品
二
一

神
斉
川
県
探
暁
医
協
会
(
電
話
。

西
五
四
五
一
一
一
j
二
回
一
一
)
で

は
、
電
話
を
過
し
て
瞳
躍
を
届
け
る

た
め
、
制
時
間
い
つ
で
も
聞
け
る
韓

鹿
電
話
ゲ
!
ピ
ス
(
電
話

C
四
五

四
五
三
一
一
一
ニ
一
一
一
)
を
実
施
し
て

い
る
。

門

V
8
丹
心
テ
ー
マ
(
月
)
日
射
病

と
夏
季
熱
、
(
火
)
斜
視
と
弱
視
、

(
水
)
妊
産
婦
の
歯
科
治
皆
、
(
木
)

汗
と
皮
閣
病
、
(
金
)
妊
据
中
の
性

生
活
、
(
土

-
B
)
夏
ば
て
の
予
防

{
輔
音
新
人
講
習
金
〕

平
塚
謀
者
赤
十
字
奉
庁
国
で
は
、

録
音
図
書
づ
く
り
ポ
ラ
ン
デ
ィ
ア
の

新
人
養
成
講
習
会
を
開
く
。

マ
日
理
9
月
口
白
か
ら
毎
週
火
曜

臼
(
全
日
出
国
)

'
時
間
午
前
四
時
t

う
は
時

マ
対
象
別
措
以
下
の
男
女

マ
申
込
期
限

9
月
刊
日
(
木
)

{
車
庭
審
議
議
醤
金
}

認
現
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
連
絡
会
で
は
、

家
庭
で
で
き
る
看
護
む
講
習
舎
を
開

/¥。マ
日
程

9
月
A
9

日
(
金
)
、
日
日

(
金
)
、
四
日
(
水
)
、
お
日
(
金
)

・
時
前
回
午
後
1
時
3
4持
部
分

門

v
対
象
全
日
程
参
加
で
き
る
方
却

人
(
先
着
)

申
し
込
み
は
、
い
ず
れ
も
平
塚
市

社
会
福
祉
協
議
会
(
電
語
回
二
一
…
一

コ一一一一)へ。

障
害
者
の
就
職
横
舎
を
増
大
さ
せ

る
た
め
、
障
害
者
集
白
職
業
相
談
合

が
聞
か
れ
る
。

マ
日
時

9
月
3
臼
(
京
)
午
後
1

時
1
4時

マ
会
場
中
央
公
民
館

中
問
い
合
わ
せ
先
平
塚
公
共
職
業

苧
J

疋
所
(
電
話
回

i
O
一
C
C
)

マ
E
時

8
月
四
日
(
日
)
午
後
1

時
間
接

マ
会
場
中
央
公
認
館
大
ホ
ー
ル

マ
出
積
吹
奏
楽
部
(
昭
和
田
部
度

県
吹
審
阜
市
コ
ン
ク
ー
ル
四
期
ブ
ロ
ッ

ク
大
会
金
賞
受
賞
)
、
合
唱
部
、
ギ

タ
l
部

県
立
藤
沢
高
等
職
業
技
補
校
(
藤

沢
甫
川
名
油

2
・
電
語
。
四
六
六

お
二
百
二
五
)
で
は
、
改
の
講

習
会
の
受
講
生
李
嘉
草
す
る
。

門

v
コ
ー
ス
名
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
デ
ザ

イ
ン
の
基
礎

マ
日
担

9
月
7
日
(
月
)
3日
日

トラック協会と沼皇室の施設

(
金
)
の
午
前
8
時
日
分

s
u時

マ
対
謙
一
般
・
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
デ

ザ
イ
ン
担
当
者

マ
定
員
凶
人
(
抽
せ
ん
)

マ
受
講
料
無
料

申
し
込
み
は
、

9
月
1
日
(
火
)

の
午
前
9
時
か
ら
9
時
泊
分
ま
で

に
、
印
鑑
持
書
の
う
え
来
校
を
。

湘
南
海
岸
(
藤
沢
1
大
瞬
)
の
四

季
折
々
の
白
熱
、
文
化
、
風
協
な
ど

の
写
真
を
纂
薫
ず
る

守
規
格
未
発
衰
の
カ
ラ
!
・
白
黒

写
真
で
、
サ
ー
ビ
ス
サ
イ
ズ
か
四
ツ

切
り
サ
イ
ズ
(
ネ
ガ
開
封
)

マ
締
め
切
り

9
月
四
日
(
木
)

応
募
は
、
撮
影
場
所
、
撮
彰
年
月

吾
、
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
職
業
を

記
入
し
、
神
奈
川
県
な
ぎ
さ
相
模
川

プ
ラ
ン
推
進
室
(
横
浜
市
中
区
日
本

大
通
?
電
話
。
四
五
一

C
一
:

一
一
一
一
内
楳
六
五
五
三
)
へ
。

広々としたトラック協会のテニス場

平
塚
保
慢
所
で
は
、
ぼ
け
を
人
を

介
護
す
る
家
族
を
対
象
に
、
講
横
会

や
懇
談
会
な
ど
を
一
開
く
。

な
お
、
岩
日
は
会
場
で
老
人
の
介

護
も
暗
h
u
ら
れ
る
。

マ
日
掠

9
月
1
日
(
火
)
、
日
比
日

(
月
)
の
午
後
Z
時
却
分
1
4時

守
内
容
講
横
金
、

P護
用
品
心
出
世

示
と
紹
介
、
章
旗
懇
談
会
な
ど

マ
会
場
平
塚
田
開
健
嗣

マ
問
い
合
わ
せ
先
平
崩
一
保
櫨
所

(哲
d
拍
認
。
一
一
一
一

O)

ー

テ

ニ

ス

を

し

た

「
い
が
コ
!
λ
が
な

く
て
図
る
と
い
う
薮
を
よ
く
一
閉
聞

き
ま
す
。

最
近
、
土
屋
地
区
に
民
間
の

体
育
整
京
で
き
、
市
民
に
間
開

放
し
て
い
る
そ
う
で
す
が
、
利

用
で
き
る
ス
ポ
ー
ツ
の
種
類
や

申
し
込
み
汗
法
に
つ
い
て
教
え

て
一
く
だ
さ
い
。

〈
議
平
山
崎
初
代
子
さ
ん
〉

次
の
一
一
つ
の
施

一
お
答
え
-!
設
古
い
ず
れ
も
無

料
で
間
開
放
さ
れ
て
い
ま
す
の

で
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

ヤ
神
奈
川
県
ト
ラ
ッ
ク
協
会
柑

T

U

-

-

措
現
実
)
四
千
四
七
時
か
ら
午
後
六
時
ま
で
裂
で

四

時

総

会

議

銃

一

場

(

平

塚

市

土

屋

…

五

五

一

一

)

へ

予

約

し

た

き

ま

す

。

二
一
一
一

O
)

野
球
や
サ

y
力

後

、

市

体

育

諌

へ

申

し

込

ん

で

申

し

込

み

の

受

け

付

け

は

、

ー

な

ど

が

で

き

る

多

目

的

グ

ラ

く

だ

さ

い

。

利

用

B
一
か
月
前
の
一
日
と
一
一

ウ
ン
ド
と
、
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
が
利
用
日
一
か
月
前
の
一
日
と
二
マ
伺
摩
藩
体
柿
宝
塚
総
会
グ
ラ
ウ
日
は
市
体
育
課
で
行
い
、
そ
れ

七
面
あ
り
、
二
時
時
間
単
位
で
午
臼
は
市
体
育
設
で
行
い
、
そ
れ
ン
ド
(
平
塚
市
土
屋
四
七
西
以
後
は
、
白
藤
車
体
株
式
会
社

前
九
時
か
ら
午
後
五
時
ま
で
利
以
後
は
、
財
隠
滅
人
神
奈
川
県
…
)
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
が
二
麗
人
事
部
淳
生
課
(
需
謡

n
l
o

ト
ラ
ッ
ク
協
会
交
付
金
事
業
部
あ
り
、
毎
月
第
一
・
第
一
一
一
木
曜
七

0
0内
線
二
一
一
一
一
コ
一
)
で
行

(
横
浜
市
場
花
区
新
横
浜

2

臼
に
、
一
二
時
間
単
位
で
午
前
九
い
ま
す
。
〈
体
育
諌
〉

市
内
の
中
小
企
業
持
事
名
を
対
象

と
し
た
、
技
術
開
発
研
修
講
庄
が
開

か
れ
る
。

マ
日
程

9
月
四
日
(
主
)
、
拓
自

(
土
)
、
四
月
3
日
(
土
)

9

時
間
乍
前
9
時
四
分
1
午
後
4

寺
O
士

日
3
4ノ

マ
会
場
勤
労
会
館

マ
テ
l
マ
議
気
加
工
芦
耐
の
纂
曜

と
実
際

マ
募
集
人
員
叫
人

問
い
合
わ
せ
は
、
噛
t
諌
工
業
日
常

(
内
綿
五

O
七
)
へ
。

(
敬
啄
略
)

マ
社
童
福
祉
基
金
へ
・
は
入
金

一
千
円
、
中
村
小
児
科
産
院
七
平

八
百
十
六
円
、
藤
井
寛
一
千
八
十

二
円
、
日
本
皐
月
協
会
平
場
支
部

コ
万
二
千
九
百
五
十
円
、
湘
南
カ
ラ

オ
ケ
連
合
会
寸
一
万
一
一
千
百
二
十

四
円
、
ゴ
ミ
の
間
関
揮
化
フ
ェ
ア
}
実

行
委
員
会
a

同
古
本
コ
ー
ナ
ー
収
益

金
十
九
万
四
千
五
百
四
十
六
月
、

高
村
西
と
も
し
ぴ
グ
ル
ー
プ
二
千

五
百
一
一
王
七
円
、
按
田
学
史
七
百

一
円
、
調
白
ふ
み
二
万
円
、
太
田

キ
ミ
子
一
万
戸
之
平
塚
さ
っ
き
合

一
万
円
、
全
日
本
舞
踊
連
岳
会
十

万
円
、
平
副
都
む
夕
ま
つ
り
出
居
者
一

同
五
十
万
円
、
頼
朝
隆
五
平

円
、
申
央
公
民
館
講
座
受
講
生
七

千
一
白
丹
、
平
喧
Y
W
C
A

一一月

円
、
つ
く
し
看
護
婦
家
政
婦
紹
介
所

一
万
円
、
林
履
酒
庄
一
千
七
百
一

士
一
円
、
中
村
缶
五
郎
千
円
、
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犬、
県動物棋護センターでは、捨て犬、捨てね

とによるのら犬、むらねこ白増加と、犬、ね

こによる危害を防ぐため、今回もとたの日握で

いらなくなった犬、ねとの巡回収容を行う。

当日、犬そ出される方は「印鑑Jr犬の鑑
札ji注射揖車Jr霊犬手帳」を持参のうえ
会場へお出掛けを。な布、収容車の停留時間

は10分間。また、ねとは時誰かダンボール箱

に入れていただきたい。

9月5臼(土) 9月1213(土)
9 : 00 神田公民館 9 : 00 松原公民舘

9 守 25 大野公民館 9 : 20 讃賀公民舘

9 : 50 蜜田公民館 9 : 40 花本公民館

10: 10 措島公毘舘 10: 00 富土見公民舘

10: 30 金田公民館 10 30 中原公民館

10: 50 関崎神社前日出版公民館

11 : 10 金自公民館日 ^G"沢公民館

C 子えでに ーら f車きは不自 ぷ宮窪恥 つにく子主のと でトは人

雲寺尺宅担長宅を雪 2三管与 広う議離欝\~ 空きら在需妻宅霊雪 ?ZE義
火あ待子やはすすなつ観五レ ~λ古典F音符g鳴HO) い、のすコやそにとルんでか
変っち f共つ露。。ってず支ぎり鯵ヰム議開; き己還義ン集れ樹君玄強み子

主主将伊話h た設問ず百噌ダ子2之と色野皇警委主主主主

iiii百??日ii諮誌の出:11i!!?1
しはのう供毘 の見がつににケ害紅ざ襲名U詩集 4 にノf し めた 人ン親る

霊てii手芸 c産主主夫5量 二教育領演所〈i355351 主し官亡さ書長合幼主文支え
主憲一三室憲主雪管委三重 父 親 主七霊安選手話雪蓄主互主管
必、の父れ壁、う暴な口ス克 が、しさ十多つ事にしなに

豪雪完主主主主事む主書EE与号宍号た与空安定率主主主え己主ミえ霊長室
あ態がりっきり振君主手町」の殺ぐに自しいいさうつ校んおドジまをた もを主

持続2iufsh持52主主討ときは:持訪日i
。君しめいめ。校う合れ孤なすいいさ令し;立題君て。ものと、い、 まし母

V_i奉摺 いっこもでつったし灯うまにはつる品は ぶなたのの ぐの品れ小 たほだなよ

る交喜三皇室主字ZE品4J話IJ'ぺ量255霊k君主主主 t主主主宗主主主量点。足立で読ま
はが盈うだに、ごらい、のい円丈あ円いしでして人かのちそぼがでふ情とのう と 宅とたし

白目;iititi2idii?:;:;ii;iii守!??183555
itii?22iriiitii;ufifiiit;525Hiiii 
みとく本。という円 かししは三ぽ"-l-~ Vこ切いうて つんけたり う入、ら、 しろ、しと i 

り塚たこんり小りの ん小はかてが 婆欝鰐湾奇妙穣多彩酔~もしくにのんとしすが せしじた零

時計百天理口紅白五日号露議藍毒自主時七月己行可塚
各宅て丈重量Fき主主主 oSEぺ翁話雲審議議襲撃欝喜一毛主2き長支，下町会 k雲寺
玉す暴君客室ふ悠っこ。か こ柔も自主と轟議議麓欝襲撃機襲警んのぬも)つをな警;iiI自 遊り 1
uω ぬとc:ろ主ら とのち)しき議議綴緩綴緩務緩緩緩欝緩緩綴蓋でも顔、ろちぬが弘 4 とく びお

重 吉重要言語毛て会ム 装宗完議福一襲撃欝襲欝饗襲撃た露五芸さ尺話 em:~v~ ~~長!
に容しにをき火ぐた り火、売をの綴議媛緩緩幾畿緩緩綴髪襲撃 、てつろ八しず、た」 いベ男
蓄 は 1 ねつあのつ晩 孟の主につ主饗欝譲麟麟 だいてほ王、まJ2:iのの 喜りは
し平じじかが玉すめ を王人でれ入機媛畿緩務懇綴務官つ れまきう子なるをで男 はま

ぷえて三主計忠実雪長益子そ』ζ丈ζ室昌喜[主大結え会三和主天守主事忘事実芸員三EZそEGえそぺ言d

237333ミ2522iH;ii121i:Z111i出主iizfd主i??;j1Ii!?imi
zt れ25雪討ちた芸説話芸32%Z三主主ZE刊 Li zUだ5ubq章生iJ文言書主主
長34i:ii江主主233雪き2287tE25詰全22i説日計事5323tlj二2
宅売品 品交注室主力:予亡率 考な年会主主主九五室ご主足 主主義て芸足 三」撃さへ己主主ず 02 5会b


	マルチ 79
	マルチ 80
	マルチ 81
	マルチ 82
	マルチ 83
	マルチ 84
	マルチ 85
	マルチ 86

